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の
詔
と
、
「
摩
明
経
」
と
記
さ
れ
明
経
科
に
察
翠
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
者
の

分
析
を
中
心
と
し
て
、
察
穆
科
目
と
し
て
の
明
経
科
の
性
格
を
検
討
し
た
い
。

唐
代
即
位
儀
曜
の
再
検
討

金

f~ 

子

中
園
の
即
位
儀
曜
に
つ
い
て
は
、
初
め
西
嶋
定
生
氏
が
、
天
子
即
位
l
皇
帝一

即
位
の
順
で
淡
代
の
即
位
儀
躍
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
さ
れ
(
「
漢
代

に
お
け
る
帥
位
儀
躍
」
『
中
園
古
代
閤
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
所
牧
)
、
次
い
で

尾
形
勇
氏
が
西
嶋
氏
の
所
設
を
敷
街
さ
れ
、
唐
代
ま
で
の
即
位
儀
躍
は
基
木
的

に
天
子
即
位
|
皇
帝
卸
位
の
二
段
階
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
(
「
中

園
の
即
位
儀
雄
」

『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
九
)
。

し
か
る
に
最
近
、
松
浦
千
春
氏
は
西
嶋
氏
の
天
子
即
位
の
史
料
解
樗
を
批
剣

さ
れ
(
「
漢
よ
り
唐
に
至
る
脅
位
縫
承
と
皇
太
子
」
『
歴
史
」
八

O
て
さ
ら
に

唐
代
の
第
一
段
階
の
帥
位
が
天
子
即
位
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
否
定
さ
れ
た

(
「
唐
代
後
牢
期
の
即
位
儀
躍
に
つ
い
て
」
『
一
関
工
業
高
等
官
帯
門
皐
校
研
究
紀

要
』
二
八
)
。
ま
た
報
告
者
も
、
唐
代
の
即
位
儀
躍
の
中
心
が
第
二
次
即
位
の

加

・
貨
の
授
受
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
(
拙
稿
「
麿
の
太
極
殿
と
大
明
宮
」

『山
梨
大
祭
数
育
皐
部
研
究
報
告
』
四
四
)
。

残
る
問
題
は
、
先
一
帝
存
命
中
の
譲
位
の
即
位
儀
躍
で
あ
る
。
唐
代
で
は
、
先

脅
の
譲
位
を
受
け
た
太
宗

・
玄
宗

・
粛
宗
に
即
位
時
の
告
天
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
各
王
朝
の
初
代
の
皇
帝
は
、
最
初
に
皇
帝
と
し
て
告
天
し
て
か
ら
天
子
を

名
乗
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
調
・
外
穏
を
問
わ
ず
見
ら
れ
る
譲
位
の
帥
位
の

告
天
と
、
先
脅
の
崩
御
に
よ
る
停
位
の
卸
位
に
天
子
即
位
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

と
は
統
一
的
に
理
解
さ
れ
、
術
開
位
の
場
合
に
の
み
租
鐙
が
介
在
す
る
も
の
と
思

う
。
従
っ
て
、
停
位
の
第
一
次
帥
位
に
お
け
る
皇
太
子
の
役
割
は
、
葬
儀
の
主

宰
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

六
朝
官
人
の
政
治
意
識

中

キヲ

圭

爾

六
朝
貴
族
が
現
貨
に
し
ば
し
ば
官
僚
的
形
態
を
と
る
こ
と
は
周
知
の
事
責
で

あ
る
。
一
方
、
六
朝
貴
族
が
そ
の
存
在
に
お
い
て
王
朝
を
前
提
と
せ
ず
、
自
程

郷
里
祉
舎
を
基
盤
と
し
た
政
治
祉
禽
上
の
支
配
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
よ
く
い
わ

れ
る
。
で
は
貴
族
に
と
っ
て
、
官
人
で
あ
る
こ
と
は
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の

か
、
あ
る
い
は
、
貴
族
に
と
っ
て
官
僚
の
地
位
、
ひ
い
て
は
王
朝
は
い
か
な
る

も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
、
こ
こ
で
い
う
政
治
意
識
と
は
そ
の
よ
う
な
意
味

で
も
ち
い
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
こ
の
疑
問
へ
の
解
答
を
用
意
す
る
こ
と
で
中
園

古
代
の
官
僚
制
支
配
の
意
味
と
、
六
朝
貴
族
制
の
一
側
面
を
あ
き
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
の
が
本
渡
表
の
主
眼
で
あ
る
。

六
朝
官
人
に
は
、
官
僚
的
存
在
に

一
種
の
嫌
悪
感
、
ま
た
は
短
紹
感
を
一
示
す

か
の
よ
う
に
み
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
任
官
要
請
に
感
じ
る
表
現
で

あ
る
「
屈
」
、
任
官
を
正
円
晶
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
「
親
老
家
貧
」
と
い

う
事
情
、
俸
糠
の
散
賜
と
い
う
形
で
現
れ
る
俸
糠
の
否
定
、
脱
俗
隠
遁
的
白
熱
風

等
々
か
ら
は
、
任
官
が
不
本
意
で
あ
り
、
そ
れ
が
や
む
を
え
ざ
る
選
揮
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
官
人
の
職
責
に
関
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
俗
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吏
へ
の
軽
侮
、
職
務
の
軽
視
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
も
官
僚
に
封
ず
る

否
定
的
意
識
の
現
れ
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
象
を
、
六
朝
時
代
の
皇
帯
権
力
の
あ
り
か
た
、
君
臣
関
係
、

門
生
故
吏
の
関
係
な
ど
と
関
連
さ
せ
、
官
僚
制
的
形
態
を
と
る
貴
族
制
の
特
質

と
、
官
僚
制
的
支
配
の
性
格
を
検
討
し
て
み
た
い
。

テ
ィ
ム

l
ル
朝
末
期
の
社
舎
に
お
け
る

神
秘
主
義
詩
人
ジ
ャ

l
ミ
I
の
位
置
附
け

久

保

之
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紳
秘
主
義
詩
人
ジ
ャ

1
ミ
I

Z

R
弘
BUMロ
メ

E
牛
何
世

f
B削ロ

E
B
H

(
一
四
一
四
|
九
二
)
は
、
ベ
ル
シ
ア
文
皐
史
上
傑
出
し
た
存
在
で
あ
り
、
そ

の
作
品
は
早
く
か
ら
文
患
研
究
及
び
思
想
研
究
の
封
象
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
ジ
ャ

1
ミ
l
に
関
し
て
は
、

著
述
活
動
以
外
で
も
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
や
周

遺
諸
園
の
支
配
層
と
の
親
交
、
ナ
ク
シ
で
ハ
ン
デ
ィ
ー
数
園
へ
の
騎
属
、
マ
ド

ラ
サ
の
建
設
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
嘗
時
の
祉
舎
を
考
え
る
上
で
、
彼

の
祉
舎
活
動
・
祉
禽
生
活
が
重
要
な
研
究
封
象
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

考
察
の
た
め
の
史
料
と
し
て
は
、
著
名
な
年
代
記
史
料
や
聖
者
俸
に
加
え

て
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
ジ
ャ
l
ミ
l
俸
や
書
簡
集
が
摩

げ
ら
れ
る
。
特
に
ウ
ル
ン
バ

1
エ
フ
に
よ
っ
て
援
表
さ
れ
た
、
ジ
ャ
l
ミ
l
の

自
筆
と
さ
れ
る
書
簡
集
か
ら
は
極
め
て
興
味
深
い
情
報
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

諸
史
料
か
ら
裏
附
け
ら
れ
る
事
貨
の
概
略
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ジ
ャ
1
ミ
ー
に
は
完
税
特
権
が
輿
え
ら
れ
て
お
り
、
君
主
等
に
よ
る
金
品
の

下
賜
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
確
固
た
る
経
済
的
基
盤
を
獲
得
し
て
い
た

が
、
如
何
な
る
官
職
も
保
持
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ジ
ャ
l
ミ
ー

は
、
君
主
や
宮
廷
の
貧
力
者
と
親
交
を
保
ち
、
公
正
な
政
治
が
行
わ
れ
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
た
。
第
三
者
の
訴
え
・
嘆
願
を
宮
廷
に
取
り
次
ぎ
、
官
吏

の
任
亮
に
お
い
て
も
便
宜
を
園
ろ
う
と
し
た
。
ま
た
、
就
皐
者
や
ダ
ル
ヴ
ィ
l

シ
ュ
、
あ
る
い
は
庶
民
の
利
盆
が
守
ら
れ
る
よ
う
護
力
し
た
。

ジ
ャ
1
ミ
1
の
褒
言
力
を
過
大
評
償
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
直
接
・
関
接
に

宮
廷
と
接
燭
し
、
影
響
を
及
ぼ
し
得
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ャ
1
‘

ー
が
宗
品
欲
的
権
威
と
し
て
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
恩
わ

れ
る
。
そ
の
あ
り
方
は
明
か
に
有
力
ウ
ラ
マ
ー
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

フ
ィ
ト
ラ
ト
の
『
東
方
政
策
』
に
つ
い
て
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松

久

男

ベ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
後
の
急
激
な
第
動
の
中
で
、
ソ
連
中
央
ア
ジ
ア
地
域
の

歴
史
は
い
ま
大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
近
現
代
史
、

と
り
わ
け
二

O
世
紀
初
頭
か
ら
ロ
シ
ア
革
命
期
に
い
た
る
時
代
の
諸
問
題
に
つ

い
て
顕
著
で
あ
る
。
ソ
連
時
代
に
は
刺
用
が
不
可
能
で
あ
っ
た
史
料
の
設
掘
、

公
刊
も
着
貧
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
『
東
方
政
策
』
も
、
こ
の
よ

う
な
新
し
い
史
料
に
属
す
る
。
こ
れ
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
指
導
的
な
知
識
人
フ

ィ
ト
ラ
ト
(
一
八
八
六
|
一
九
三
八
〉
が
、
内
戦
下
の
状
況
の
中
で
著
し
た
政

治
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
一
九
一
九
年
に
プ
ハ
ラ
・
ハ
ン
園
の
革
命
組

織
「
青
年
プ
ハ
ラ
人
」
策
委
員
曾
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
い
う
「
東


